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」 。全ての教員は、教育を受ける子供たちの人格の完成を目指すと に関する指標の策定に関する指針 が文部科学省より告示された
いう非常に重要な職責を担っている。学校教育の成否は、教員の 千葉県は 「信頼される質の高い教員の育成を目指して」を目標、
資質によるところが極めて大きい 時代がいかに変化しようとも として「千葉県・千葉市教員等育成指標」を策定した。指標は、。 、
子供たちの成長を担う教員に求められるのは、自らが子供たちの 教員等が教職生活全体を俯瞰しつつ、自らの職責、経験及び適性
道しるべとなるべく、その資質の向上に常に努めることである。 に応じて更に高度な段階を目指す手掛かりとなるよう策定されて

学校現場を振り返ってみると、教員の大量退職・大量採用によ いる。この指標を受け 「教員研修計画」が策定され、令和２年、
る年齢構成や経験年数の不均衡が生じ、経験豊富な教員から若手 度には 個人で研修を申し込み 受講履歴の管理が可能となる 研、 、 「
教員への知識及び技術等の伝達が困難になるなど、教員を巡る環 修履歴システムAsttra（アストラ 」が全面運用される。）
境が激変している。また、グローバル化、情報化の進展等、社会 一方 「教員は学校で育つ」とは、過去より現在に至るまで言、
の急速な変化を踏まえた新しい時代に対応できるよう、学習指導 い続けられてきた言葉である。その時代の背景や要請を踏まえつ
要領が改訂され、学校では、その趣旨実現のため、教員の資質能 つ、学校現場では様々な工夫と試行錯誤が繰り返されてきた。本
力の向上に向けた環境を整えることが求められている。 稿では、学び続ける教員一人一人を支えるために 「学び合い、、

こうした状況を踏まえ、平成29年に教育公務員特例法の一部が 高め合う集団」をいかに構築していくか、幅広い視野から考えて
改正され 「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上 いきたい。、
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